「高麗の郷ブランド」認証基準要綱
（趣旨）

第１条　この要綱は、「高麗の郷ならではの魅力ある商品又は製品又は食文化・生活文化活動等」を、他商品・他文化活動との独自性を図ることを目的とした「高麗の郷ブランド」（以下、ブランドという）」使用の認証に関して必要な事項を定めるものとする。

（使用の認証）

第２条　日高市商工会 会長（以下「会長」という。）は、第６条第１項各号に適合すると認められる次の者に対し、ブランド使用を認証するものとする。

（1） 日高市に本支店・営業所等を設置し、商品の製造及び販売を行う法人及び個人業者及び任意団体
（2） 高麗の郷をテーマとして文化生活活動等をおこなう個人、任意団体

（３）高麗の郷エリア８市３町の原材料を使用した商品の製造及び高麗の郷をテーマとした商品を製造及び販売する事業者で「高麗の郷ブランド委員会」（以下、「ブランド委員会」という）で認可を受けた法人及び個人事業者及び任意団体
２　前項の認証は、同項に規定するものが生産加工する１次産品（農産物、畜産物）、加工食品（レトルト食品、瓶缶詰、冷凍食品、漬物・惣菜、調味料、乾物・麺類その他農産加工品、酒類、飲料・お茶果実加工品、乳製品、菓子、冷菓）、民工芸品（木工品・家具、金属製品、人形・郷土玩具、雑貨・アクセサリー、繊維製品）、および食文化活動、生活文化活動（郷土芸能、祭り等の高麗の郷に歴史的に根付いた生活文化および新たな文化活動）とする。
（認証申請）

第３条　ブランド認証希望者は事前に「ブランド認証申請書」（様式第１号。以下、申請書という）、「申請者概要書」（様式第２号）、「申請品概要書」（様式第３号）に必要事項を記載の上、商品の場合はサンプルを添えて日高市商工会に申し込みをおこなう。
２　日高市商工会は認証希望者に「高麗の郷ブランド認証商品応募要項」等を配布し説明をおこなう

３　認証の申出の締め切りは、8月末日、2月末日の年2回とする。

（認証）

第４条　会長は、毎年、3月、9月に「高麗の郷ブランド委員会」を開催し、ブランド使用の認証を行い「ブランド認証書」を発行する。

（審査）

第５条　各委員は食品の場合は試食等をおこない、所定の評価シートによる採点方式で審査をおこなう。その際は、次の各号の適合度を評価し、別途定める認証基準点数に達したものを「高麗の郷ブランド」の使用を認証する。
（認証基準）

第６条　次に定める項目のうち、１つないしは複数の基準について満たすこととする。

（１） 高麗の郷ならではの製法又は技術により生産されること。 

（２） 高麗の郷ならではの素材を原材料として生産されること。 

（３） 高麗の郷ならではのアイデア又はこだわりがあること。 

（４） 主として高麗の郷エリア（８市３町）で生産されており、シティプロモーションに資すると認められること。

（５） 高麗の郷にちなんだ伝承、物語、取組又はエピソードを有していること。
（６） 機能性、外観又は味に優れる等他に誇れる高い品質を有していること。 

（７） 安全で安心して消費することができ、かつ、環境に配慮されていること。 

２　会長は、前項の審査において必要があると認めたときは、高麗の郷ブランド委員会の意見を聴くものとする。

（不認証の事由）
第７条　会長は、次の各号の一に該当するものに対しては、ブランド使用を不認証とする。
（１）前条第１項各号の認証の基準に適合しないと認められるもの

（２）第１０条の規定により認証を取り消されたもの

（３）会員をもって組織される団体であって、その構成員のうちに前号の規定に該当する
者があるもの

（認証の条件）

第８条　会長は、ブランド商品の認証にあたっては、次の条件を付すものとする。

（１）認証した商品（この条において「認証商品」という。）を販売するときは、生産者並びに販売者の住所、氏名、及び連絡先をはじめとして、表示法に適合した表示をすること。
（２）認証商品について、適正な管理をすること。

（３）認証商品の購入者からの問い合わせに対し、誠実かつ良心的な対応をすること。
（４）認証商品の納品管理記録を作成し、及び保管をすること。

（５）認証商品の購入者からの苦情については、速やかに会長に対し報告すること。

（６）毎年３月末までに実績報告をすること。
（７）前各号の条件に反したと会長が認めたときは、認証を取り消すこと。

（認証の有効期限）
第９条　会長がブランド使用を認証する期間は、３年とし、再度、認証審査をおこなうこととする。

（認証書の交付）
第１０条　第２条の認証は、「高麗の郷ブランド認証書」（様式第４号。以下、認証書という）の交付をもって行うものとする。

（不認証の通知）

第１１条　会長は、第５条の規定により認証をしないときは、認証申請者に対し認証しない理由を付して、「高麗の郷ブランド不認証通知書」（様式第５号）により通知するものとする。

（認証の取消等）

第１２条　会長は、商標使用者が第６条の認証の条件に反していると認めたときは、認証を取り消し、又は期間を定めて改善を求めるものとする。

（補則）

第１３条　この要綱に定めるもののほか必要な事項は、会長が別に定める。

　　附　則　

１．この要綱は、平成２７年９月１日から施行する。

２．平成２５年１０月０１日 施行「高麗の郷ブランド認証委員会」から「高麗の郷ブランド委員会」へ名称変更に伴い名称変更。
